
  ①発生患者と濃厚接触者への対応 ②医療・発熱外来 ③学校・保育施設等 ④確定診断 
（PCR 検査） 

⑤検疫 

(１)感染の

初期、患者発

生が少数で

あり、感染拡

大防止に努

めるべき地

域 

○ 患者（患者と疑われる者を含む。）について

は、感染症指定医療機関等への入院とし、抗

インフルエンザ薬を用いて適切に治療し、新

たな感染を防ぎ、感染源を減らすよう努める。 

 

○ 濃厚接触者に対し外出自粛等の要請をする。 

 

○ 濃厚接触者に対し予防投与と健康観察を行

う。 

 

○ 医療従事者や初動対処要員等がウイルスに暴

露し、感染した可能性が高い場合には、抗イ

ンフルエンザウイルス薬の予防投与を行う。 

○ インフルエンザ様症状が見ら

れた場合には、まずは、発熱

相談センターに電話で相談

し、その後、指示された発熱

外来を受診する。 

 

○ 必要に応じて、市区町村の一部又

は全部、場合によっては都道府県

の全部での臨時休業を要請する。

 

※ 休業の要請については、一週

間ごとに検討する。 

 

○ 解除後に患者が発生した学校・保

育施設等については、個別に臨時

休業を要請する。 

 

○ 大学に対しては、休業も含め、で

きる限り感染が拡大しないため

の運営方法を工夫するよう要請

する。 

 

(２ )急速な

患者数の増

加 が 見 ら

れ、重症化

の防止に重

点を置くべ

き地域 

○ 基礎疾患を有する者等は初期症状が軽微であ

っても優先して入院治療を行う。 

 

○ 基礎疾患を有する者等であるかどうか明確で

ない人でも重症化の兆候が見られたら、速や

かに入院治療を行う。 

 

※ 最大の目標は、基礎疾患を有する者等の重

篤化を最小限に抑えることである。 

 

○ 軽症者は、自宅で服薬、療養し、健康観察を

実施する。 

 

○ 濃厚接触者に対し外出自粛等の要請をする。 

 

○ 自宅療養する軽症者の家族の中で基礎疾患を

有する者等や、基礎疾患を有する等の医療従

事者及び初動対処要員等がウイルスに暴露し

ている場合は、予防投与を行う。 

   

※ その他は、予防投与は行わない。 

○ 関係者の協力の下、対応可能

な一般の医療機関において

も、発熱外来の機能を果たす

とともに、患者の直接受診を

行うことを可能とする。 

 

○ 外来については、一般の患者

と新型インフルエンザ患者

が動線にて交わらないよう、

入口等を分ける、あるいは診

療時間帯を分けるなど最大

の注意を払う。 

※ 特に基礎疾患を有する者等

への感染防止に努める。 

 

○ 入院については一般病院に

おいても重症者のための病

床を確保する。 

※ 特に基礎疾患を有する者等

への感染防止に努める。 

○ 学校・保育施設等で患者が多く発

生した場合、当該学校・保育施設

等の生徒等を感染から守るため

に、当該学校・保育施設等につい

て臨時休業とする。 

 

○ 大学に対しては、休業も含め、で

きる限り感染のスピードを遅ら

せるための運営方法を工夫する

よう要請する。 

【患者が発生していない地域】

 

○ 学級閉鎖などインフルエン

ザ様症状を有する者の増加

等が見られる場合、新型イン

フルエンザかどうかを判別

するために、新型インフルエ

ンザウイルスの確定診断の

ための検査（ＰＣＲ検査）を

積極的に活用する。 

 

【一定以上の患者が発生してい

る場合】 

 

○ 新たな地域での患者発生を

把握する観点から、検査に優

先順位をつけて運用する。 

（患者が発生していない地域

からの検体を優先して検査

を実施するなど） 

----------------------------

○ 今後は、ＰＣＲ検査は、新型

インフルエンザ発生国ある

いは発生地域において患者

との接触が強く疑われ、か

つ、発熱等の症状がある者に

対し、優先的に行う。なお、

季節性インフルエンザのサ

ーベイランスを強化し、新型

インフルエンザの発生動向

を捉える。 

 

○ 健康状態質問票に基づ

く確実な健康状態の把

握に力点を置いた検疫

を行う。（ブース検疫）

 

※ ただし、検疫前の通

報において、明らか

に有症者がいる場合

は、状況に応じ、機

内検疫を行う。 

 

 

○ 検疫において患者を確

認した場合は、当該患

者については引き続き

隔離措置とする。 

 

・ 濃厚接触者に対して

は、停留を行わず外出

自粛を要請するなど、

より慎重な健康監視と

し、居住地等の都道府

県等に対して速やかに

連絡をとる。 

 

・ その他の同乗者につい

ては、健康監視の対象

とはせず、健康状態に

異常がある場合には、

発熱相談センターへの

連絡を徹底する。 

 

 

医医療療のの確確保保、、検検疫疫、、学学校校・・保保育育施施設設等等のの臨臨時時休休業業のの要要請請等等にに関関すするる運運用用指指針針 

※ 重症者には、基礎疾患のため、重症化しやすい者を含む 

 


